
4

一情幸艮産業
Intorm(けionlndu針ry

過信,電‾r一機器の分野では,特に技術革新の進展が著るし

く,昭和46年度も数多くの新製品開発が活発に行なわれた｡

通信機器の分野では日本電信電話公社を中心とする共同研究

によって夢の交換機といわれる人局用DEX-21および中′ト

局用DEX-Al電子交換機を完成したことが特筆される｡

また情報化時代の電話としてサービス機能の豊富な押しボタ

ンダイヤル電話機の量産化に成功したほか,保全運用面の効

率向上のため,自動追加案内システムなどの電話交換機用省

力化機器を開発し,納入を開始した｡

電子機器の分野では,前記才甲しボタンダイヤル電話機をデ

椚夕端末として用いる場合などに有用な多重化に適した音声

合成方式,および宇宙開発の一巽を担うレーザによる月面測

距装置などは,新技術を結実させた開発製品の例であろう｡

またシミュレーションに威力を発揮する高精度,高速度大形汎

用アナログ計算機ALS-1500K,従来煩(はん)堆かつ長時

間を要した準備作業を容易にしたハイプリソド計算機の自動

プログラミングソフトウエアなどは,画期的な新製品として

好評を博している｡家庭欄テレビのカラ】化が普及した今日,

ITVのカラー化,カラーテレビ電話機などの需要に応じて′ト

形かつ低廉な高解像度単管カラーカメラを開発し,さらに新

分野での応用が期待される｡またレーダ,通信装置用として

半導体超高周波素子の開発が目覚ましく,新方式によって高

出力,高安定を実現したガン発振器の開発は山凡な一打用分野

で注目されてし-る｡

盛 DEX-21電子交換機

DEX-21電二｢交枚機は蓄積プログラム方式による大都巾市内

川rLS),市外開(TS)オゴよび局設置事業所災同電話用交換機
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電子計算機関係では､通産省大型フロロゾェクトの一環である

超高性能電子計算機システムが試作を終え,その技術成果を生

かL,HITAC8000シリ【ズの.L位システムとしてHITAC8700

を開発した｡また日本電信電話公社とメーカー3社の共同研

究の成果であるDIPS-1Lシステムを日本電信電話公社へ納

入した｡周辺装置では,鉛筆,サインペンによる手書きマー

クの読み取りも可能なマークせん孔カード読取機H-9212を

戦列に加え,また従来の集団ディスク駆動装置H-8577の改

良形H-8578を登場させた｡そのほか大容量磁気ドラム記憶

装置H-8567-1およぴ-2は,昭和45年の1号機納入以来

各地で順調に稼動を開始していることが報告されている｡ソ

フトウエアでは､電子回路解析用プログラム(ECAP)が開発

商品化された｡またプリント基板の配置配線プログラム,混

成IC増幅回路設計の完全自動演算プログラム(COMET-ⅠⅠ)

が研究開発された｡そのほか構造解析分野で開発された有限

要素法を,中性子輸送問題にあらわれるボルツマン方程式の

解法に適用した拡散輸送方程式数値解析プログラムがある｡

′ト形電算機では,HITAC80/10がHITAClOの設計技術を基

礎に登場し,事務用計算機に厚みを加えた｡一方,卓上電子

計算機関係ではプログラミング可能なHITACminiを発表した｡

また従来のエルカ･シリーズには.世界で初めてROM(Read

Only Memory)方式を導入し,LSI化されたエルカ46A,46

R,46Pを登場させた｡

〔CES)を対象として設計されたものである｡規模としては加

入者平均呼び率0.1アーランで,最大4万端子の容量をもってい

る｡

DEX-21は前身であるDEX【2の基本構成を変更すること

なく商用に適するよう,経済性,製造性および保守性の向上に改

良の主H比がおかれている｡主要な構成装置は表lに示すとおりで

あり,局に設置された状況は図1に示される｡

日立製作所は日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所を中心と

した電子交換慌共同研究体制に頭初から参加してきているが,

図1 日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所内に設置された状況
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表1 主要構成装置

装 置 名 称

ラインリンクネ･ソトワ”ク

トランクリンクネットワーク

トランク

ハイプりソトコイル

加入者線走査装置

トランク走査装置

情報受仁子分配装置

保守†i言号分配装置

保守走査装置

通話路駆動レジスタ

走禿駆動装置

継電器駆動レジスタ

遠隔制御サブチャネル装置

仁‡号分配装置

ラインリンク通話路躯j軌装貢

トランクリンク通話路駆動装置

継電器駆動装置

通話路系アドレスパス

通話路系アンサパス

中ソ淵j卸業置

装 置 名 称

試験操作装置(コンソール1

旧定記憶装置

一時記悠装置

メモリアドレスバス

メモリ7ンサバス

デ∽タ中継装置

チャネル多重装置

マルチプレ･ソクスサブチャネ′し装置

磁気トラム制御装音程

磁1もドラムユニット

タイプライタ紙テ【ナ削碑J装言行

紙子ーーブリーダ

タイプニライタ

共通線イ言弓滞り御装箭

共通緑†i子号保守イL‡号分配装置

共通線信号端末楽節

共通線†;言号変f態鋼業F迂

(一帖1入山力機器

遠隔た竜データ送′乏ユニリ】

DEX-21においても研究,設計および各種装置の分担製作の役割

を果たしている｡日本電信電話公社霞ヶ関局に設置されたDEX【

21は現在プログラムヂバックが行なわれており,昭和46年12月10

日にサービスを開始した｡

DEX-21は,日本電信電話公社として正式に採用がきまリDlO形

交換機と呼称されることになった｡これからはDlO形が本格的に

導入され,わが国の節電謡および通信サービスの経済的実現に貢

献することが期待される｡

轟 DEX-Al電子交換機

電子交換機のもつすぐれた特徴を中′J､局へも適用するために,

日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所を中心として,日立製作

所,日本電気株式会社,沖電気工業株式会社,富士通株式会社の

五社共同研究により,昭和44年から中′ト局用電子交挽機DEX【Al

の開発が行なわれ,46年3月ハードウェアの納入を完了し現在ソ

フトウエアのオンラインデバッグが順調に進行しつつある｡

本方式は最大約10,000端子,約500アーランを設計目標とするも

ので,最大の特徴は磁気ドラムにプログラム,デ【タの大部分を

格納L,実行時にこれを中央制御装置がコアメモリ上に必要部分

のみ取り出して処理する方式を採用することにより,高価なコア

メモリの必要量を大巾副こ減少し経済性を実現した点にある｡

日立製作所は通話路制御装置架,トランク架,架内電源のほか

心臓部の磁気ドラム装置を担当し納入した｡このドラムはさきに

開発されたDEX-21用の3,500万ビット浮動ヘット方式のものを,

直径を変えずに,高さのみ減じて′ト形化し256トラ､ソク1,000万ビ

ットとしたもので,直径 400mm,高さ 310m叫 日立製作所′ト田

原工場製である(図2)｡

DEX-Alは国内中小局用および輸出向として今後の需要が

大いに期待される｡

㌦こ

図2 DEX-Al用磁気ドラム装置

押しボタンダイヤル電話機

押しボタンダイヤル電話機は短縮ダイヤル,茄信転送などの新

電話サービスのほか,加入データ通†iiの中でもポピュラー化をめ

ぎす電話計算サービスの端末機にもなI),情報化時代の1音読磯と

して詐及が期待されている｡この電話機の大きな特徴はダイヤル

機構が直流断続の回転ダイヤル式から音声帯域の二つの選択イ.壬

号を発振送出するボタン式に変わっていることで(表2),単な

る操作性,スピードの改良にとどまらず新しく追加されている

‾
.

つのボタン(×と♯)と数字ボタンとの組†ナせを変えて多彩なサー

ビスが可能となっている｡短縮ダイヤルほかの交換接続をより便利

にする新電話サービスのほか,交枚接続が完了LたのちきJフに押

しボタンを押Lて相手加入者に情報を送ることができるク)で,うーに

話を通話以外の目的にまで拡張して,音声適イr_子と符号適†.さを融†ナ

した通一言システムの端末機としても使用される｡外観(図3)はワ

ームグレーのツートンカラー,ベルは音量調節可能,過満j卜′1瀧は

600形電話機と同一である｡量産体制を較え,昭和46年秋より【-1本

電信電話公社に納入を開始した｡

表2 押しボタンダイヤル信号の構成と特性

(a)仁号機構

＼＼＼二融三rf月)
低辟(f上｢＼

697Hz

770Hz

8 52Hz

941Hz

1,209Hz 1,336Hz

2

1,477Hz

柱1匿】ボタンを押すヒ852Hzと1,336Hzの2即良かl可暗に発地主する

(b)イ言号杵惟

特 件

(1)発寸‾ふ三間波数偏差

(2)発振 レ ベ ル

(3)信号奈減左f-:1主

秘 仏

852Hzと1,336Hzに

対L二呂二言チ｡
fエ
ー9.5±2.OdBm

f′′
一8.5±2.OdBm

23dB以_ヒ

条 什

厄糀48Vを墟.淋に流供

給【自1路を通して供給し

600詑終端｡

線路才耶ミOdB,3dB′ヾ

ンドを入れ凰ボタンを

押して測右ノ
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岡3 押しボタンダイヤ/しう電話機

麗 電話交換機用省力化機器

1心亘維析の高化成上主ととい二芯活の需要はメ驚馴モJに椚大し,電

i;jlち-J設数も砧牛_卜外の一一途をたどっている｡それに伴い日本電イ‾.子

.一に訪公什においても化と仝､道札
建設各市Ⅰ仙二おける能率の汀り卜

を阿るためれ力化機器の開発を進めてし､る.一

(1)r]軌通知案内システム(AISl

従札 加入者の興軌 収料奪えによる攻乱 一北捕吏去などの場

†ナの捌乎グ)案付 いわルる通知案内業務は追加案内子丁によ-)行な

われていたが,これを全日勧化するシステムを完成Lた′〕

本システムは,各‾交根ん小二は通知案l勺に必要な帖糾の送=を行

なう被脚J装置を,し卜火†..1には通知案I人戊の舶り三を行なう中火たJ

装iE壬を設;戸てし､各被-リ主た,)との†て‡]を‥】継線あるいはJ‾i外線で接続し

ているし1中火仁J装吊においては,

新旧加入新番号の翻訳のため,

り朔†～iダイヤルサービス鞘として

l糊発された,り三中化記憶装i即大

谷吉山三三1=-､ラム)を仲川してい

る:｢

(2)I+動り三中【i∫し騒装i即ACTF)

′i追訴[し呈1辣の品門の維持l｢･J_卜を

川るには,liニー摘上試験により′さ;‡■に

r‖糊之が良好な二状態にあることを

確認しておく必要がある｡この

[舶如式験は従来手動により行な

われてきたが,最近の白即通話

のj‾り(に伴う回線抑に対処する

たれ 自動式恢機を開発したも

グ)である｡

ヰこ装胃は.あらかじめ舐テー

プにせん孔された試験命令.試

験仰捕ぇを読み込ふ,マーカに被

試験装茫ヱとの接続を行なわせた

のち,.;上川毎を行ない結リミをプリ

ントアウトする自動.試験憶であ

るr､
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図4 自動集中試験装置

節 54 を 節1リ･

本業音程の.試煉機能は表3に示すとおりである｡

二れらグ)装置は,ノト綬全円にや人され,保全,連用仙･二きうける

サービスけり上,埋設工事の省力化にその効果が期待されている｡

表3 日勤集中試験装置試験傑能一覧

巾
【ニーし
験 ヰi[]

しシ､-1クセユ ダ機能試験

加 人 名･い1】線.試 験

f11ト ラ ンク慌能.三Jし昧

試 験

卜.ト ラ ンクエー1i試験

6l十ン′くク■′し-7■椎.言l†‾試煉

試 験 内 容

入レゾてクl守:こ手上‖lざ号一‖Jじ験

入レジスタi削†こイJゝプー蓄柿転送試験

人レジスタ=ンク接続試狭

山ヤング'【吉川⊥†J‡;▲試験

J=センダ適才I汁言号苔村を送出試験

加入紫11梢=白二i禾己試験･:絶紬試.附

加人糾-1線交i充試験(寄道ニiて娘1

加人捌り】棟i上占綿試験

汁1トランク接給試験

=トランク諜1モ.ミJし験

】1トランクノー･ク′､■ルス中継機能試験

['1即王さ衆`芯講鰍j転1号乙･L強制一切帆礼験

キH.子満先捌け姓切.;†し輪

壬†衆3分打切り試験

主りンクA､B線断線,汁上根,地1t試験

埋設r二･巨f那附川1トランク横紙朋範

十ンバグ/し-イン'ヤンバ週計別1己試験

■ 多重化に適した新しい音声合成方式

二れからのオンライン情事郎岡では｢人間と機械の対話+(マン･

マシン･コミュニケ【ション)をよリー‾り滑に可能とする周辺･端

末装置が強く要求きれ,その市場は飛躍的に増大するものと予想

される｢〕その巾でも電話慌とくに押Lボタン電話機を端末機とす

るシステムは､児存の通信網と端末機をそのまま情事艮網に転用で

きるという∴一丈から､まず第一に実用化される情報処理システムと

いうことができる｡そのきぎしは日本電一三電話公社の｢簡易計算

サービス_lにうかがわれる｡

二のシステムては情報の人力は押しボタン･ダイヤルによって容

易に行なわれるが,出力は音声の形で作り出されなければならな

い｡ニの計算機による情報処理の結果を音声に替えて人間に伝え

るための装置を｢音声I心答装置+という｡

音声応答の柁術としては,あらかじめ録音されている音声を単

語単†､二亡て編集して必要な音声を作l)出す方法.いわゆる録音編集

方式がとられてきた｡この方式の欠点はもとになる音声を記憶し

ておくのに必要な情報量が多〈て,簡単な内容しか応答できなし､

二とである｡この欠点を除き,しかも多数の端末にそれぞれ異な

った内界を剛寺に応答できる(これを多重化という)音声応答の

坂理を研究してきたが,その結果｢音声の音響素片のピッチ制御

編集+という新Lい方式を開発した｡

ニの方式の原理は,音声波形をその基本構成要素(周波数の異

なった減衰正弦波と周波数特性を持った雉音)に分解して記憶し

ておき,それを組み合わせて音声を作り出すものであるが.その

とき要素を読み汁1してくる同期をピッチ周波数によって制御し､
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作り出された音声にイントネーションやアクセントを付けること

ができるようにしたものである｡基本的構成要素に分解するため,

必要な記憶容量が著しく少なくて消ぇ(約40kビ･ソト),コアメモ

】jを便うことができるからアクセスタイムが短く,組合せの処理

を時分割的に行なって多重化を図ることができる()

音声を作り上【ユすために必要な情報(制御情報)は八川の声から

分析によって自動的に抽出されるが,3,200ビット/秒以下に圧縮

されておi),波形を【≠て二様記怯しておくのに比べて1/20以下になっ

ている｡

この原坤に其づく音声応答装置は哨手口45年度日立製作所戸塚工

場において試作され 日本国有鉄道鉄道技術研究所に納入された

が,昭和45年12月｢電話座帝予約システム+試験システムの一つ

として実凶線テストが行なわれた｡この装置ではメモリ8K語の

HITAClOを制御用として使い,4Mビットのドラムーつで約1,500語

の内容を32回線に多重サービスすることができる｡

この方式については某木方式特許をはじめ8件の特許を申請中

である｡

なお｢電話座席予約システム+の試験は日獅口46年度も引き続き

行なわれた｡

■ レーザによる月面測距装置

昭和44jF7月,人類初の月【巾着陸したアポロ11号によりレーザ光

線反射装置が日向上に設置された(〕これを用し-てレ【ザ光により,

地球と月との距離がより正確に測定されるようになった｡わが国

においても,東京天文≠H二おいてレーザによる月r附り距の計何が

立てられ,日立製作所と天文台とが協力して装置の開発が行なわ

れた｡

本装置は,実用機開発のための一班礎データを収粧することを目

的として開発されたものである｡レーザにはポリケルセルによる

Qスイッチ方式のルビーレーザを用いた｡出力は5～7J(ジュMル),

パルス帖は10nsである｡送受信光学系にはわが国最大の望遠鏡で

ある口径74インチのクーデ形反射望遠鏡を用いた｡受信方式には

波高分析式光電子計数方式を用いた｡ニれにより背景光雑音と同

程度の入力信号の場合にも,有効に信号は雑音と区別される｡距

離分解能は時間に換算して10ns､もしくは1/JSである｡本装置は

昭和45年12月東京天文台岡山天体物理観測所に設置され,昭和46

年1月～4月にわたり実験を行ない月面よりのレーザ反射光の′受

信に成功した｡

箋

≡ア

軒
盲ン

図5 ルビーレーザ発振部と増帖部

● ′脚

f

Y▲l

粁
-

図6 データ処二埋装置の一部

頂か

＼

莞 高精度大形アナログ計算機ALS-1500K

本装置はフライトシミュレーションを主目的とした大形汎用の

高精度,高速度のアナログ計算機であー),双柿性出力の演算増幅

器､係数1.5のポテンショメータ､電流出力の非線形演算要素を多数

実装し,さらにPPCS(Perfect Programmi喝Check System)

を採用して,プログラミングおよぴプログラムデバ･ソクを?宗易に

した計算機である｡PPCSはパッチ枇_l二のパッチコードの接続,

ポテンショメータおよび関数発生器の設定の良チラを予めブロlソク

線阿より作成されたチェックテ∽プにより自動的にチェlソク判断

しタイプアウトする｡二の結果,デバ‥′クタイムは従来の%～端

となり稼働率が著しくr｢り上Lた｡

0

0

0

おもな演算要素構成

直流増幅器

桔 分 器

ポテンショ メータ

澱
′

望-▲●

恥

224台 ○ 関数発生器 72子‡

64台 ○ 電子式乗算器 80デー

192個

望-`■
l■■■叫攻

も

凹7 高精度人形アナログ計算機
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曲 高解像度単管カラーカメラ

簡易なカラーカメラは従来のITVのカラー化のみならず,将

来のカラーTV電話などにも必要である｡′ト形,保守の容易さが

要求されるこれらの分野には単管カラーカメラが最適である｡日

立製作所中央研究所は従来の単管カメラの解像度の低さを解決す

る一つの撮條方式を提案し,その方式に治ったカラーカメラを開

発した｡

従来から知られている周波数分離方式単管カラーカメラでは,

光信号の段階で緑,赤,青の成分が異なる空間周波数を占めるよ

うに透明とシアン,透明と黄の繰り返えしよりなる2種のストラ

イプフィルタを介して撮像し,3色の信号を1偶の低域フィルタ

と2偶の帯域フィルタで分離し復調する｡この場合には壬尉象管は

変調を受けた赤,育成分の側帯汲まで再生することが要求される

のに比べ,得られる解像度は低域フィルタの帯域で押えられ,撮

條管自身の解像度よりはるかに低し-｡

ここで提案した新しい揖條方式では,画像の垂直方向に対して

走査線ごとに位相が反転するような角度で傾斜した周期の異なる

2種類のストライプフィルタを用いる｡このとき撮像管より得ら

れる信号は走査線間で位相の等しい緑,赤,育成分と,位和が反

転する赤,育成分よl)なる｡したがって低域フィルタを用いない

でも,走査線間の和信号として輝度信号が,差信号として色信号

が分離される｡色信号中の赤,育成分は帯域フィルタで分離後,

検波される｡このようにすれば,拭條管出力の周波数スペクトラ

ムを図8のようにし,輝度イ吉子号中の練成分を撤像管の解像度いっ

ぱいに広げることが可能となる｡

この税條方式に従って図9の系統図によるカラ【カメラを開発

した｡ストライプフィルタは干渉フィルタをフォトエッチング法

掛象管の再生鮒叫1

土竿BsinむJBt･

去(aRR十aBB)l

仙B

†.引佐数

R,G,B:被写体の赤,

±竿R5in吋
点線は

従来方式のG

仙R

緑,育成分

山R,山8:R,Bの搬送開披数

R.Bの感度

図8 捉像管出力の周波数スペクトラム

被写休 レンズ

輝肘i了号

線仁号

っ=‾.i号

マ ト

リクス
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補正 ストライプフィルタ什
フィルタ ビジコン

′二二恥二二′
遅延 遅延

低 域

フィルタ

検波

検波

帯 域
フィルタ

帯 域
フィルタ

阿9 カラmカメラ系統同

低 域

フィルタ

1 H

遅 延

遅延

第54巻 第1号

で加工し,22,26/川扁のストライプを走査線に対して52,44度で

傾斜するようにして同一ガラス基板上に2層に形成する｡フィル

タの卿象管への付加は,ファイバ面板を有する撮像管の外部から

密着させる,フィルタを撮像管に内蔵させる,の2方法があり,

いずれも1インチビジコンで実現された｡これにより,リレーレ

ンズが不要となり,白黒ITVなみの小形カメラとなった｡カメ

ラおよび色信号分離回路を含む制御装置は図仙こ示すとおりであ

る｡なお,本カラーカメラ装置の仕様は以下のとおりである｡

(1)掛象管:‾ストライプ内蔵形またはファイバ面板形1インチ複

合集束,電磁偏向ビジコン

(2)解像度:NTSCカラー複合映像信号にて水平250本以上,

RGB3原色信号にて水平350本以上

(3)外 形:カメラヘッド(110×135×272m叫 4kg),制御装置

(308×155×237m叫10kg)

(4)推奨被写体照度:2,000ルクス(レンズ絞りF4.0にて)

(5)レンズマウント:Cマウント

向10 カラーカメラ装帯

違!;ハイブリッド計算機の

自動プログラミングソフトウェア

ハイプリソド計算機はアナログ計算機の高速演算性とディジタ

ル計算機のデータ処理件などl加計算機の特長を兼ね備えた計算機

であり,複椎な論理判断を必要とするダイナミック系のシミュレ

ーションに通Lている｡しかL計算の前処理としてrl)問題をア

ナログ演算部で精度よく解けるようにするためのスケール変換,

(2)スケール変槙によって得られる演算方程式に対応した演算ブ

ロック図の作成および(3)演算ブロック図に基づいて各演算要素

をパ､ソテ根_卜で接続して演算回路を構成するパソナング作業など

が必要である｡これらの準備作業(プログラミング=ま問題が複

雑になると煩雑で,長時間を必要とし,アナログ計算機の特長で

ある演算の高速性をじゅうぶんに生かすことは困難であった｡日

立製作所ではこのアナログ演算部に対する前処理作業の簡易化を

目的として特に煩椎な(1)および(2)の作業をディジタル計算部

で行なうソフトウェアシステムを開発した｡

本プログラムは図11に示すようにデータ入力プログラム､スケ

ール変換プログラム,演算回路情報作成プログラム,出力処理プ

ログラムおよびデータリストから成り,微分方程式を数式の形(フ

ォートラン形式)で入力すると,アナログ演算部で扱えるように

変換および係数に対してスケール変換を行ない,使用者がパッチ

ング作業を簡単に行なえるように各演算要素の接続関係を指示す
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図11自動プログラミング･システムの構成 図12

る接続表を出力するものである｡スケール変換は図12に示すよう

に自動スケール変換と会話形スケール変換の二つの機能を持って

いる｡本システムの特長は自動スケール変換の機能である｡本プ

ログラムはスケール換算係数を自動決定する手法とLて,アナロ

グ計算機が微分方程式を解析する動作過程をディジタル計算機上

にモデル化して得た新しい数値解法によって実現した｡会話形ス

ケール変枚は使用者がスケール換算係数をディジタル計算機に入

力することによって進められるもので,これにより使用上の融通

性を与えている｡

本システムは線形微分方程式および非線形微分方程式のいずれ

にも適用できるので,その効果は高く,一例をあげれば3ド皆非線

形微分方程式に適用した結果,従来の手作業モーは約4時間要した

のに対し,本システムでは使用者が行なう入力データの作成時間

を含めて約10分であり,アナログ/ハイプリソド演算のプログラ

ミングがきわめて容易になる｡

本システムは手動パッチングシステムに代えてアナログスイッ

チマトリクスによる自動結線方式のハイプリリド計算機システム

の中心的ソフトウェアとしても適用でき,これによr)ディジタル

計算機の使い方と同じ方法で簡単に使えるストアドプログラムハ

イプリソド計算機の実現が可能になる｡

一 高出力ガン発振器

ここ数年,超高周波発振素子の開発が急ピッチで行なわれ,す

でに′ト出力のガン発振器は軽量,安価といった陣kが生かされ,

通信装置に応用されつつある｡これら固体発振器の応絹[如を以デ

るためには発振器の高出力化が重要な要素になっているが,この

高出力化を回路的合成によって行なう方法について検討Lた｡2

偶の素子を同一共振器内に並列にマウントし,強し､結合度のもと

で,それぞれの素子に均等な高周波電圧が加わるようにすると,

効率の良い由力合成動作が得られることがわかった｡その動作特
性は高出力にもかかわらず出力一周波数特性,負荷特性,雑音特

惟,温度特性ともに単体素子発振器の場合とほぼ同じである｡ま

た素了･出力が1対2程度異なった素子においてもほぼ100%の出

力合成ができる｡この結果13GHz帯で,信頼性の高し-100mW級の

素子を用いて200mWの出力が安定に得られるようになった｡なお

実験では300mW以上を得ておr),伴用する素子出力に対する制限

はほとんどない｡多数佃の出力合成回路の実験では12個の素了一で

柑÷りスケール変枚

接続表出ナJ

リiスケール変授?

スケー/レ変授処理の流れ

情 報 産 業

合成率別)%を得ているが,この

場合,素子数を増加するとしだ

いに負荷の許容定在波比が小さ

くなる｡また,本発振器は払L度

補偶機構によって-200c～608c

の動作範囲において周波数安1上

性を62kHz/Oc以内に押えること

ができた｡この発批器の周沌数

安定度は､AFCなしでうE披法

の規定を満足している｡図13に

本発振器を示す｡本回路方山ま

発批器の組立,調整が容易で､

素子交換が簡単であり,熱効率

の良いアルミ材を用いることに

より発振器を軽量化することが

できる｡

岡13 高出力オ､ン発振器(13GHz)

三･■卓上電子計算機の+Sl化高級機シリーズ完成

日立製作所では,世界で初めてROM(Read Only Memory)方

式を卓上計算機用に導入することにより,従来肘難とされていた

汎用LSIを実現し,LSI化高級機シリーズを完成Lた｡これ

らは16けた2メモリ機エルカ46A,16けた2/モり開･､ド計算機能

什エルカ46Rおよぴ16けた1メモリの記録式計算機エルカ46Pで

梢成される｡おのおのの寸法,重量,消費電力は従来の%以下と

なっている｡それぞれの外観は図14に,そのイーl二様は表4にホすと

おりである｡各横枠の特長は次のとおりである｡

(1)ェルカ46A

エルカ42,エルカ44に顧客の要求を加味して開発した新製品で,

伝票統計計算に便利な2メモリ,被乗(除)数和美機能などを新た

に加えた計算機である｡

(2)ェルカ46R

エルカ46Aにさらに開平計算を追加して事務用,技術梢あらゆ

る用途に使用できるような桟能となってしナる｡

(3)ェルカ46P

16けた1メモリで出力に18けた(数字16けた,記号2けた)の

ラインプリンタを装備しておI),特に,速い操作に追従できるよ

うに人力バソファー機能を設けたほか,演算の全シーケンスをそ

のつど印字していくシーケンシャルプリントと,答のみを印字す

39
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エルカ46A

工ルカ46R

エルカ46P

凹14
_･エリ1電｢計算機LSI化高級機シリース

表4 エルカ46A,エルカ46R,エルカ46Pの各仕様

卜
八
致
号
分
町内

た

汁升

形
け
什
什
満

エラーチェ･ソク

′ト 敷
一任

レ ジ ス タ 数

メ モ リ 数

表 示

使 用 素 子

寸 法

奉 呈

40

エルカ46A

KK-46A

16

完全符号方∫(

加減乗除

定数計算

ペき計算

f与占合計笥二

過敏計好

個々の恒と相和･桁差

個々の商と商郁･商蔦

個々の栢と被解放柵差

および桔和･格差

個々の商と矧;うミ数和慕
および商和･商差

アンダーフロー方式

ナチュラル･デシマル

システム

オートシフト什

四捨五入,切L,切結

指定位置･rO,1,2,3,4,

5,6,7,8,9)

3個

2個

数字表示放電管16
けた表示

マイ十久符号表示

アンダー【7ロー表示

メモリ使用表示
MOS LSl

帖26.5×奥行30.8×
高さ10.0(冊)
3.3kg

エ/しゎ46R

KK-46R

16

完全符号方式

加減乗除

定数計算
ペ き計算

さ上と合計常

連致計算

鯛々の帖と相和･桁差

個々の腐と商和･商斧

個々の柿と板東政和差
および相和･栢差

個々の商と被除数和差

才jよぴl馴U･商差

開平計算

アンダーフロー方式

ナチュラル･デシマル

シ ステム

オートシフト什

LJり培土人,切上,切捨

指定位置(0,1,2,3,4,
5,6,7,8,9)

3個

2個

数字表示放電管16
けた表示

マイナス符号表示

アンダーフロー表示

メ モl=更鞘表示

MO S LSI

帖26.5×奥行30.8×
高さ10.0〔瓜)
3.3kg

エルカ46P

KK-46P

16

完全符号方式

加減乗除

定数計算

べき計算

さ昆合計算

逆数計算

個々の横と栢和･較差

何々の商と商和･商業

アンダーフロー方式

ナチュラル･テンマ/レ

システム

オートシフト什

四捨五入､切上,切拾

指定位置(0,1,2,3,4,
5,6,7,8,9)

3憫

1個

ライン70リンタによる

数字16けた

記号2けた印字
(ロール執脂:58山)

員数赤印字

アンダーフロー表示
(ランプおよび印字)

メモり 使用表ホ
(ラン7●ぉよび印字)

レディー表示(ラン7∪)

MOS LSIMOSIC

幅29.5×奥行40.0×

高さ13.3(皿)
8.4kg

第54巻 第1号

るアンサープリントの切り換えができるので,速い操作にもじゅ

うぶん応答できる｡

このほか,置数の途中内容および演算の途中結果のチェックが

可能なブ【ノントキー､日付などの印字に便利なノンアドキーなど

の機能を有している｡また,従来のエルカが持っていたオートシ

フト機能のほか,アンダーフロMの場合でも上位けたから正しく

その結果を印字する機能など,いちだんと使いやすい記録式計算

憶となっている｡

弘 大型プロジェクト超高性能電子計算機

通産省人型プロジェクトの一環として研究開発を進めてきた超

高性能電了一計算機システムを試作Lた｡本システム開発の基本思

想は1970年代に便用される世界的視野での標準大形機を実現する

ことにあり,従来の計算機に比べ次の特徴を有している｡

(1)ギブソンミックス(一命令の平均実行時間)で0.2〃Sを目標

とする超高性能の電子計算機である｡

(2)LSlを含む超高速,高密度の実装系の実現により,高速

性とイi吉相性質求の双方を満足させている｡

(3)高度のパイプライン制御方式による命令の先取り制御を有

している｡

(4)バ､ノブ丁メモリ方式を托用し.かつこれをマルチプロセ､ソ

サシステムで実現している｡

(5)佃想アドレス空間の採用とアクセス制御機能の強化によっ

て強力な多重処理を可能にLている｡

(6)コントロールスタック,データスタックのスタック機能を

祭物で実現し,ソフトウェアのオーバへ､ソドの減少を図って

いる.｡

(7)可用性をrfり卜させるために,高イ言頼作部品♂)採用はもち諭

のこと,記憶装置にjiけるエラMコレクションコードの抹札

構成制御機能,高度なパイプライン制御のもとでの言古令の再

実行機能,エラー検出機能,故障イ｢q所詮断機能を有している｡

(8)拉人4台の処理装置を拉大8MBまでの記憶装置に接続L

たメモリシェアのマルチプロセッサが可能である｡

(9)故人8亡丁重での人出力処理装荷を最大4子音までの処理装置

から対等に†刺胡可能である｡

(川 入,L十1力装置とチャネルとのインターフェースに,新しく制

定された標準インターフェースを採用している｡

M八･1
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をく山白人作ンえテム克之大構成

MM 2MB 8ト1B

MSW 2台 8台

BPU 2チ; 4了こ丁

IOP 2台 8千丁

同15 超高性能電子計算機システム構成
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図16 超高惟能電子計算機システムの一部

司 日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所納

DIPS-1Lシステム

日本電信電話公社では,情報化時代グ)要請にこたえるために,

データ通信用超大形情報処理システムを,日立製作所･日本電気

株式会社･富士通株式会社の3社とjし同で開発を進めている｡

DIPS-1Lシステムは,この間発計画グ)一環として,各柿の試

験ならびにソフトウェアの開発に使用する目的で,3社がそれぞ

れ1システムを取りまとめて武蔵野電気通信研究所に納入した｡

日立製作所は論理装置を含む1システムをまとめたほかに,磁気

ドラム,磁与もテ'ィスク,磁気テープのファイル系の全装置と,印

刷装置と紙カード読取装置の入出力装置について,3システム分

の製造を押当した｡

このシステムは､本格的なオンラインリアルタイムシステムと

して設計されており,現在稼働中の同産最高機の約3倍の処理能

力を持っており,会話処理,リアルタイム処吼
‥括処理(リモ

ート,ローカル)の各稚サ【ビスに適用できるものである｡ハー

ドウェアについては,機械語やおもな方式構成のみの仕様が決め

られており,そのほかは各社独自の技術にまかされている｡日立

製作所では,特に通産吊の大型プロジェクト｢超高性能電子計算

機+の成果がDIPS-1Lシステムの各部に生かされている｡

このシステムのおもな特長は,次のとおりである｡

(1)論理装講の平均命令実行時口Hか＼約630nsで位牌の実用機で

は舷市】古である｡
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図17 日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所のDIPSllLシステム
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(2)2～4台の論理装置をマルチプロセッサとして使用できる｡

(3)ローカルメモリを採用することにより,性能をあまり落さず

に経済的な大容量記憶装置の使用を可能にしている｡

(4)ページ方式を採用し,記憶装置の有効利用を図っている｡

(5)7エールソフト方式によりシステムの信頼性を高めている｡

(6)転送装置と入出力装置間の接続条件を規定する入出力インタ

フェースとして｢Ⅰ/0インタ7ェmス,69+を採用している｡
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衷5 主要装置

什

拍ノヾ47乙i/システムに上るマルナ‾7■l

亡ト一々/L メ モ〉Jr8k王iまたは16kB二

八_埴来町者旨(H SM)付加l･り涌巨

､】りチJJ.丁乍実々f‾叫l川(キ‾7■ソン三･′二
H S Mつき 630ns H S Mな司ノ

有 理 焚 こr～

†ユ
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ル ノ モ り

太市一正.記■[ぎ装7J
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仁主賀11卜′ラム削術策｢芹

一遍こミキノ1ク削iよ野菜吊

1垂.1いテープし剛御焚不

lロ】線 訊 榔 裳 F行
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紙カーート.】r之取装両
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能
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仙人 67とi/システム′は純吋能

ム上ノヾ16チャネ′レ/CHC 拉ノこ虹j‾違能力12MB/s

転i釧r.■i4BlIiミ列(32ビ‥ノト】r瑚J)

4丁′丁/CHC 梢7綻‾H川ヒ

帖j_釧.■.ilB(8ビ･ソト舵列〉

12丁′丁/CHC
ノ帳糾己吋fi巨

鯨道心■.1B(8ビ ト汀そ列

6了乙‡/CHC 接続可1弛 サブ十-＼･ネ′し払 256

答‾‡iミニ4MB/装詳-:
-･】三#Jアクセス峠仰10ms

lll一子靴･lら二送油佗2.35MB/s

脊ニーl‡二230MB/装iiデモ ･ド上壬Jアクセス時F【1】87.5ms
】､l川王転送適性 0.3M】〕/s

9トラ･ソ? 六J忙碑f性 1600RPT(63B/山川l

圭たは800RPI(31,5B/mmJ
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l】-消之･kj去適J空
1201(B/′sr1600RPI)重たは60kB./s〔別)ORPI)

80手順カート他桐

JIS(喋(卜袈)標唯コート1吐り†J

せ人イし通性 100柁/うナ

1タ､ノ力布‡正 800柁

80㈹ヤーート

JIS(崎'東

.流1】‾く適性
スタリカ芥

lT=6リ適任

1行印′i:数

i.†fノナニ帥相
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†ムと用

紙咋コート他岡
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11,別)0手丈

カナ丈′f:あリ

カ十‾丈′}二なL
132

カナ丈'i-:あり

800′‾㌢二/分

1,200一子ニ/分

600什/ウ〉

1,000子+ソ分

126 カナ‾史ノン:なL 63

1行Fてlけ二数120

iiキ′ト仲平ri127

L-LUTおよぴP-LUTを制御する
他界能力 200ビ･ソト/秒椎符､､ト ニ巾256川根

収宇iドi】練 50～1,200ビ1ソト/砂州疎

r′1利伸rfl装F馴q線 収布卜り棟数 右左人128

H-I+UTを制御する
処j空荷ヒカ 1,200ビ･･′ 卜/秒拘二托,ト ニホ641叶株

収`どi州税 1.2lく～48kビ ト/秒川根
収不l叶組数 斥三大 64
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l 大形電子計算機ト‖TAC8700

HITAC8700はHITAC8000シり【ズ･ファミl卜一の__卜位の大

形システムとしてバ･ソナ処理,リアルタイム処理,りモードバ､ソ

ナ処理,会話形処理を一元的に処理することが可能である｡これ

ら多様な処理を能率よく実現するため仮想メモリ方式を採用し,

また高速化のためバツフ7メモリをはじめとして,次の特長を備

えている｡

(1)仮想メモリ方式により物理的なメモり容量の制限から解放され

る｡

(2)主記憶装置,演算処理装置,入出力処理装置を機能別に分割し

独立ユニットとして構成されるので,マルチプロセリサシステ

ムの構成が可能でフェイル･ソフトなシステムを実現すること

ができる｡

(3)LSIなど高密度高信相性部品の抹用｡命令再実行,メモリエ

ラーの自動訂正機能や故障個所指摘テスト機能などを備え高可

用性を実現している｡

(小一元的処理,仮想メモリ方式のもとに高能率で他用できるよう

にした新オペレ【ティング･システムが用意されている｡

(5)下位機稚からの移行を容易にするためのモードが用意されている｡

表6 HITAC8700の惟能概略

チ
ー タ 形∫(

演 算 速 度

(2進32ビ･′Fl

J古 うナの柑軸

′ヾリフ1つ メ モリ

入Jl-_i力処理装置
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【什宝′ト数1ウニ

浮動′ト散ノJ二

加1械 洋

幣敗15ヒ

符号lピ

ーノ∠放24ビ

佃数56ビ

恨数112ヒ

･ノト,符弓･1ヒ

ソト

ー,指数7ヒ

ソト,す行数7ヒ

･･′卜.指数7ヒ

阿定小数ノ.】二

0.42/ノS仏)

2.52 M)

4.83(D)

【
幣放31ビ･ソl

l 符号1ビ･･′ト

′卜,符号1ビ､ソ【

′卜 符号1ビ･ソト

て子戯′ト数.【フJ二

0.84(AE)

2.31(ME)

4,20(DE)

170

不買16Kバイト,サイクルタイム 210ns

谷呈524Kバイト

サイクルタイム

イ ンタ【り--フ､

チ ャ ネ ル 数

千ータ転送過度

接 続 子i 数

ち I

-れゝ攻i

預遥

-8 メガバイト

0.9MS/8バイト

2または4ウェイ

最大12

8メオ､バイト/秒

殻大8

図19 HITAC8700の本体

第 54 巻 第1号

簡 大容量磁気ドラム記憶装置,各地で稼働開始

大容量磁気ドラム記憶装置H-8567-1およびH-8567-2の

2機種が昭和45年の初号機納入以来,国内各地の種々のシステム

で順調に稼働を開始している｡

これらの装置はHITAC8000シリーズの中形ないし大形のシス

テムに用いられる｡中′ト規模のシステムから将来の高速大容量の

TS Sシステムに至るまでの幅広い用途に応ずるものとして設計

されている｡H-8567【1およぴH-8567-2の2機種はトラッ

ク数,総記憶容量などはほぼ同じであるが,前者の転送速度が約

280KB/Sで可変データ長の記録形式であるのに対し後者は8トラ

ック同時読み書きを行なうため転送速度が約2,2MB/Sと速くなっ

ている｡

この磁気ドラム記憶装置に使用されてし-る磁気ドラム機構部は

日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所と日立製作所の共同研究

によって開発され,実用に供されているものを母体としたFV2540

形を使用している｡このため電子交換システムで要求される高い

信頼性を持ち,これを大きな特徴としている｡また装置の起動停

止動作などの遠隔制御ができるようになっており,二つのシステ

ムで共有して使用することも可能である｡

これらにほぼ類似した装置が日本電信電話公社のDIPSシステ

ムおよびそのほかのデータ通信システムにすでに採用されており

稼働にはいっている｡また日本国有鉄道座席予約システムの中心

的記憶装置として大量に使用される予定である｡

図20 王i-8567の正面内部 図21FV-2540形ドラム機構部

表7 おもな性能

記憶容量 rMByte)

トラック数

平均アクセスタイム(ms)

転送速度(MByte/s)

チェック方式

寸 法 (皿)

重 量 (桓)

H-8567-1

4.5

832

10.3

0.28

H-8567-2

4.2

832

10.3

2.2

サイクリ ックチェ･ソク

W950×D710×H1680

500

■ 電子回路解析用プログラム(ECAP)の開発

エレクトロニクス技術の発展は,コンピュータや高度の通信シ

ステムを生み出してきたが,一方,これらの心臓部となる電子粍
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器はきびしい仕様が要求されると同時に,その開発には多くの時

間と多くの技術者が必要となっている｡このような状況から電子

回路の設計や開発のためにコンピュータを利用しようとする動き

が活発化し,いわゆるCAD(ComputeトAided-Desi即)の研究が

進められている｡

一般にコンピュータを利用することの利点として,

(1)現実に存在しない素子や,存在しても手にはいりにくい素

子の特件をシミュレートできる｡

(2)実際に回路を組み立てて実験を行なわな〈ても,コンピュ

ータによる数値実験で設計へのフィード･バックをすみやか

に行なうことができ,工程の矩縮が可能となる｡

(3)回路の種々のパラメータを変化させながら,コンピュータ

に解析させることにより,回路の最適設計を容易にする｡

などがあげられる｡

ECAP(Electronic Circuit Analysis Program)は,これら

の思想を反映した多くの機能を持った線形回路解析用ア7Dりケー

ションtプログラムであt)､HITAC8400/8500EDOSシステ

ムで使用されるよう開発されたものである｡

ECAPプログラムの特長として,次の点があげられる｡

(1)回路の直流解帆 交流解机 過渡解析を節点解析法により

解析する｡

(2)回路図からのデータ作成が容易であり,特にコンピュータ

についての知識を持たない技術者にも容易に使用することが

できる｡

(3)非線形素子の特性を折線近似することにより,非線形素子

を含む回路の解析が可能である｡

(4)回路中の抵抗値などを帽正しながらの解析が可能である｡

(5)異なる回路の解析を連続的に処理することが可能である｡

(6)処理できる回路は,最大節点数50,最大枝数100の回路まで

である｡

このような特長を持つECAPは,電子回路,電気回路の設計,

解析にはもちろん,電気的等価回路の概念が適用できる工学系の

諸分野(機観 音繋､自動制御関係など)でも,有力な武器とな

ることが期待される｡

① 2(2 ②

2日

6V

工

』打ヨ

⑥

2日

C

B

B

B

EXAMPLE

DC ANALYSIS

N(0,1)､R=2,E=6

N〔1,2),R=2

N(2,0),R=2

pRINT.VOLTAGE

EXECUTE

図22 ECAP入力データ例

■ HITACmini卓上電子計算機

HITACminiは,次の四つを目的として開発された製品である｡

(1)マン･マシンコミュニケーションを容易化することにより,

ターンアラウンドタイム(問題発生から解を得るまでの時間)

を短くすること｡

(2)70ログラムが簡単に組めること｡

(3)プログラマブル電卓では解けないような,複維な計算まで

容易に解けること｡

▲⇒車デ

ふふ肝

図23 HITACmini

卓上電子計算機

(4)低価格であること｡

すなわち,70ログラマブル電卓のプログラムのめんどうさ,機

能の小さいこと,またコンピュータの前処理のめんどうさや手軽に使

えないことに対する不満を解決するためにHITACminiは開発さ

れた｡

この四つの削勺を達成するため,ハードウェア,ソフトウェア,

操作性をも考癒して,次のことを採用している｡

(1)計算機本体と入出力機器を-一体化しコンパクトにまとめた｡

(2)メモ】jをリード･ライト･メモリ(RWM)とり一ド･オ

ンリ･メモリ(ROM)の二つに分け,共通に使用される処

理手順はROMに収納し,共通でない部分は外部メモリであ

る磁気カードからRWMに入れることにより,′トさなメモリ

において大きな機能を発揮させている｡

(3)命令のレベルをマイクロ命令とマクロ命令の2段に分け,

マイクロ命令をハードウェアの動作に対応させ,マクロ命令

はマイクロ命令のルーチン(解釈ルーチン)を指定するだけ

にとどめ,ハーードゥェアを簡素化Lている｡この解釈ルーチ

ンはRWMに比べてアクセスタイムの速いROM(MOS･

LSI)に収納し,実行時間の頬縮を図っている｡

(4)計算の演算速度を上げるため,浮動小数点10進演算を採用

し,RWMとしてMOS･L SIのシフトレジスタを採用し

ている｡清算時閃は加減算約2InS,乗除算約5msである｡

(5)言呉操作防止回路,確認機構があり,ユーザの操作ミスを少

なくするよう配慮されている｡

(6)RWMをプログラムエリア,サブルーチンエリア,データ

エリアの_1つに分け,それぞれ独立に任用できるようにした｡

(7)倖用法として,HITACminiフォートランシステムとデス

クカルキュレータシステムの二つが用意されておr),ユ【ザ

が発生した問題をその間題に適した方法で処理することがで

きる｡

(8)プログラムは数式どおりに記述できるコンパイラ言語,ミ

ニフォートランを用い,キーボードよI)入力する｡この言語

を用いると,機械の中身を意識することな〈プログラミング

できる｡

(9)ユーザが作成したプログラムの再完嵐結合,移軌機能

変更が簡単にできる編集プログラムが用意されている｡

(畑 豊富なアプリケーションプログラムがライブラリとして用

意されており､ユーザの負担を軽くしている｡

以上のように,HITACminiは,今までにはないユニークな製

品として活躍している｡
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蘭 H‖‾AC80/10電子計算機システム

1.ハードウェア

HITAC80/10システムの中央処理装置は,超′ト形電子計算機

HITAClO設計の技術を基礎にして作られている｡記憶装置には,

サイクルタイム1.4マイクロ秒/2バイトの高速磁気コアメモリ

を用い,8キロバイトまたは16キロバイトの記憶容量を備えてい

る｡演算および制御を行なう論理素子は,すべてTTLの集積回

路で構成されており,演算速度は,加減算2.8マイクロ秒と高速化

されている｡

事務用計算機で最も大きな問題となる入出力の速度についても,

読取速度毎秒500字のテニプ読取機,せん孔速度毎秒110字のテー

プせん孔機を備え,オプションとして印字速度毎分1,200字のタイ

プライタまたは,毎分150行のラインプリンタを用意し,入出力速

度の高速化に対処している｡

オペレータが複雑な操作を習得しなくてもじゅうぶん使いこな

せるように,スイッチ類も少なくなっている｡

導入にあたって,特殊な床設備や空調設備を準備することなく,

普通の事務所に設置されても,じゅうぶんな性能を発揮できるよ

う,温湿度,塵境(じんあい)に対する考唐がなされ,動作温度も

50cから358cまで保証されている｡電源についても,ラインプリ

ンタを除いて,AClOOVで動作するよう設計されている｡

HITAC80/10の構成は､幅広いユーザに提供できるよう,数多

く準備されており,その構成例は図24に示すとおりである｡
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TP
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TR
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CPU

T/W

CPU
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TP

TP

CPU:中央処理装置(8kバイトまたは16kバイト)

TR:テープ諾売取機
TP:テープせん孔機

T/W:タイプライタ

LP:ラインプリンタ

図24 HImC80/10構成例

2.ソフトウェア

HITAC80/10システム用のソフトウェアは,小規模の事務処理

のうち,販売管理,在庫管理,給与計算の三つの業務を処理する

標準的なアプリケーション･パッケージ･システムであり,PASS

(PackagedApplication Standard System)と呼ばれている｡

PAS Sは次の特長を持っている｡

(1)PAS Sの三つの標準パッケージは流通業,製造業の約70

%の分野に適応できる｡

(2.)パッケージ化されたアプリケーション･プログラムを顧客

に提供することにより,顧客のプログラム労力とシステム設

計労力とを減少させることができる｡

(3)メーカーのシステム･コンサルテーション労力を減少させる

舶

第54巻 第1号

ことができる｡

(4)レポート･プログラム･ジェネレータ,ソート･マージ,

ファイル･アップデートなどの機能を有するプログラムによ

り新しいアプリケーションを作ることもできる｡

(5)入出力機器とLてHITAClシステムを利用し,入出力帳票

を対応して作成できる｡

以上のほか,PASSではハードウェアの持つ高速演算能力を

利用することにより,事務用処理に必要な編集演算,10進演算,

紙チーフ0の可変長レコードの処理,無用レコードの読飛ばし,256

■
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図25 HImC80/10電子計算機システム

表8 PAS Sの構成

項目 ア70りケーション システム

疏 売 管 理

在 庫 管 理

月例給与計算

パッケージ名

受 注 処 理

仕入在韓管理

商品売上処理

手 形 管 理

売 超卜 処 理

製造業在席管理

流通業在庫管理

同

出 力 帳 票

得意先別受注残高一覧表

商品別受注残高一覧表

商品別納期･一覧表

仕入管理表

仕入先別売上分析表

在庫受払表

仕入先元帳

商品別売上管理表

得意先別売上実績表
商品別売上順位衷

得意先別売上順位表

セールス･マン別売上成績表

得意先別受取手形明細表

得意先別受取手形管理表

手形管理明細表

菓需･不渡手形明細表

得意先元帳

得意先別請求明細表

得意先別未入金一覧表

セールス･マン別回収内訳表

納品エラー･リスト

督 促 真

人出嘩日報

問合せ在庫報告書

在嘩切リスト

在確報告書

引 当 表

発注要求書

棚卸依頼表

棚卸報告書

店部門別仕入集計表

在庫管理表

仕入先別仕入集計表

アン･マッチ･リスト

棚 卸 表

売上分析表

給与支給明細書

個人別給与台帳

所属別金種麦

市町村別住民税集計表

所属別勤務状況表

所属別支給集計表

所属別控除集計表



バイトまでのデータの取扱い,連記式伝票の処理などを可能にし

ている｡表8はPAS Sの構成,出力帳票を示したものである｡

欝 H-8578形集団ディスク駆動装置

H-8578形集団ディスク駆動装置は,従来のH-8577形集団デ

ィスク駆動装置が,9モジュールまたは5モジュール(モジュー

ルはディスクパック1個の駆動ユニット)の固定的構成であった

ものを,2～9モジュール(9モジュールの場合には予備1モジ

ュール)の任意の構成をシステムの用途に応じて選択できるよう
にした改良形である｡

本装置には,H-8577形に使用したH-8561形ディスクパック

をそのまま使用することが可能であり,磁気ヘッドの位置決め時

間も従来の装置の平均75msから平均60msに向上している｡

H-8578形装置は,2モジュール構成のH¶8578-10形を基本

装置として,それに1モジュール構成のH-8578～11形,2モジ

ュール構成のH-8578-12形が増設される｡記憶容量はそれぞれ
54Mバイト,29Mバイト,58Mバイトである｡

悶

鼠

図26 H-8578形集団ディスク駆動装置

耶 H-9212マlクせん孔カード読取機(MPCR)

この装置は帥欄カ】ド上に黒色マークおよびせん孔角穴によっ

て記録されたデータを光学的に読み取り,相手装置へ送ることが

できるカード読取機である｡プレパンチやプレマークのほか鉛筆,

サインペンによる手書きマークの読み取りが可能であるから,原

始データを正確かつ迅速に計算機に入力することができる｡H-

9121,9131などの複合端末装置のファミリーとして使用されるほ

かミニコンピュータの入力装置としても使用される｡

おもな特長は次のとおりである｡

(1)送信済カードの裏面に送信確認マークを印刷する機構を備え

情 報 産 業

ており末送信カードとの区別が容易である｡

(2)後端開放形のホッパーはピックミス防止機構を備えており,

操作性がすぐれている｡

(3)発光ダイオード,受光ダイオードを使用した光学読取方式の

ため長寿命で信頼性が高し､｡

おもな機能は次のとおりである｡

使用カード:帥欄カード,51欄カード

データ記録方式:鉛筆,サインペンによる黒色マーク

せん孔角穴

読取方式:オンデマンドフィード連続読取り

読取速度:H-9212-116枚/分,H-9212-2 8枚/分

H-9212-3100枚/分,H-9212-4 50枚/分

データ送出方式:並列12ビット＋1ストローブパルス

ホッパ･スタッカ:カード収容量400枚(スタッカ引出式)

オプション:せん孔読取り,マーク読取りの切換

スキップ(任意カラム以降のデータをすべてスペ

ースとして送信する)機能
電 源:AClOOV 単相 50または60Hz

寸法:W400×L400×H250

図27 H-9212マークせん孔カード読取機(MPCR)

プリント基板の配置,配線プログラムの開発

電子機器の高性能化,小形化に伴うフロリント基板の高密度化,

あるいは需要の拡大(電子計算機,電子式卓上計算機,NC制御

装置,遠方制御装置,通信機･計測器用制御装置など)に伴うフロ

リント基根の多種多様化に対処するため,配置･配線の汎用プロ

グラムを開発した｡このシステムは,単層,2屑,3層(中間層は

電源線あるいは接地線)のほとんどのプリント基板に適用できる｡

おもな特長および仕様は以下のとおI)である｡

(1)ユーザごとにプリント基板形式,実装規約,使用部品形状

などライブラリイ的データの登録,変更ルーチンを設けるこ

とにより,通常ランのイン70ソト簡素化を図っている｡

(2)IC以外のディスクリート部品の自動配置も可能にしてい

る｡

(3)ピン間配線数2本までの高密度配線が可能である｡

(4)特定部品の配置場所指定,配線経路指定も可能である｡

(5)基板上の任意点に特異点(スルーホール不可,配線不可)

を指定することができる｡

(6)最大信号数500,最大ブランチ数2,000本

(7)70リント基板メッシュ数(210×300)

(8)積載可能部品数 500個
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■ 有限要素法による

拡散輸送方程式数値解析プログラムの開発

構造解析の分野で開発された有限要素法を,数学的には変分法

に基づいて偏微分方程式を数値的に解く方法の【一つであるとみな

し,これを中性子輸送問題に現われる拡散および輸送方程式(ボ

ルツマン方程式)の解法に適用し,計算プログラムを作成した｡

偏微分方程式をディジタル電子計算機によって数値的に解く場

合,方程式の馳散化には従来差分法(階差法)が用いられてきた

が,差分法に基づく計算では体系の形状を正しく反映することは

実用上困難な場合が多〈,このための設計計算などでは,得られた▲

結果に形月末の近似的取扱いに対する不確定さを見込む必要があっ

た｡有限要素法は有限要素によって領域を任意に分割して計算を

進める方法であるから,いわば任意の格子点分布に対応する差分

方程式が得られることになり,通常の差分法の持つ欠点が解消さ

れることになる｡

図28は要素分割の一例であるが,現象変化の緩急に応じた格子

間隔が選ばれている｡このように余分な格子点をとる必要がなく

なるので,従来に比べて計算機使用時間の短縮ができる｡計算精

度の犠牲はなく,格子点の数を端に減らすことができた例もある｡

構造解析の分野では,マトリックス方程式の数値解法は,ほと

んどガウス消去法などの直接解法が用いられているが,中性子輸

送問題では一般に多くの格子点を必要とするので反復解法が用い

られる｡今回は逐次過剰緩和法(SOR法)を採用している｡た之

復解法の観点からみたとき,有限要素法に現われるマトリックス

は差分法に現われるそれよりも性質が悪いため,一般に反復法の

収束は遅くなる傾向にある｡反復計算の収束を加速する方法とし

て,原子炉数学の分野で開発された粗メッシュ((Coarse Mesh)

加速法の手法を導入した｡粗メッシュ加速法とは,対象としてい

る領域をもとのメッシュ分割(有限要素法では要素分割)よりも

ずっと粗(あら)いメッシュ(粗メッシュ)に分け,粗メッシュ系

における(中怜子の)バランスを考えることにより■,解の全体的

な形を予想し,それが実現するような方向に反復計算の途中解を

修正するものである｡格子点分布が任意である有限要素法に適し

た粗メッシュ加速法を新しく定式化し,これを7eログラムに組み

入れてある｡この収束加速法は構造解析など一般の有限要素法計
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図28 要素分割の例

算(扱う問題が大きくなる

と反復法が必要とな･る)に

も応用できる｡

図29は粗メッシュ加速の

効果を示す一例である｡加

速がなければ収束はSOR

緩和係数仙に強く依存し,

最適の仙を求めるにはそれ

だけ余分の計算時間がかか

るが,粗メッシュ加速を用

いるとuに鈍感になり,通

常よく使われる山=1.6の場

合には収束までの反復回数

も釣銭に減少する｡

完成した計算プログラム

は中怜子以外の輸送現象の

解析にも適用できる｡
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図29 粗メッシュ加速効果の一例

■ 計算機による混成IC増幅回路の設計

低周波増幅回路を設計するための完全自動演算プログラム

COMET-ⅠⅠシステムを開発した｡

本システムにおいては,回路設計者が与えた幾っかの設計仕様

を入力するだけで,多段増幅回路中に含まれる各基本回路の回路

定数を算出し(回路網合成),その回路について直流および交流特

性を解析し,結果を設計仕様と比較演算し,その差が設定範囲を越

えたときは,両者の収束演算によって各基本回路の最適化を図る｡

このようにして合成された基本回路を必要な数だけ接続して全

回路を構成し,全回路の直流および交流特性を解析し,全系につ

いても最適自動収束演算を行なう｡

以上によって完成された多段増幅回路について,各種の特性解

析結果を自動的にグラフ作図する｡図30は,以上の各演算の概念

フロー線岡を示したもので,これによって,多段増幅剛各の完全
自動設計を行なうことが可能になった｡
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図30 COMET-ⅠⅠの構成の一例
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